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遠峰四郎先生追悼記事
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ア
ラ
ビ
ア
語
を
勉
強
し
た
。
私
は
そ
の
時
ま
だ
強
い
親
西
欧
主
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者
で
あ
っ
た
の
で
、
自
然
関
心
は
エ
ジ
プ
ト
の
貧
困
、
近
代
化
の

皿
　
遠
峰
先
生
と
私
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阻
害
要
因
に
向
け
ら
れ
、
気
が
つ
い
て
み
る
と
開
発
（
量
Φ
ξ
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ヨ
①
葺
）
と
い
う
視
点
か
ら
エ
ジ
プ
ト
の
開
発
を
め
ぐ
る
政
治
史
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を
や
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
先
生
は
「
こ
の
テ
ー
マ
は
重
要
だ
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遠
峰
先
生
は
二
〇
〇
六
年
一
月
二
九
日
、
ご
逝
去
に
な
ら
れ
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
L
げ
た
い
。
先
生
に
は
、
一
九
七

六
年
四
月
「
現
代
中
近
東
論
」
（
現
在
は
「
現
代
中
東
論
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
）
担
当
の
法
学
部
助
手
に
な
っ
て
以
来
、
足
掛
け
三

〇
年
に
わ
た
り
、
公
私
を
問
わ
ず
様
々
な
面
で
ご
教
授
い
た
だ
い

た
。　

助
手
に
な
っ
た
当
初
、
そ
れ
ま
で
石
川
忠
雄
先
生
の
と
こ
ろ
で

中
国
政
治
を
や
っ
て
い
た
私
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
関
す
る
基
礎
知

識
、
ア
ラ
ブ
の
歴
史
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
歴
史
な
ど
の
代
表
的
な
文
献

を
指
示
し
て
い
た
だ
き
、
し
ば
ら
く
し
て
研
究
室
棟
七
階
の
先
生

の
研
究
室
を
訪
ね
て
は
、
先
生
に
時
に
は
的
外
れ
な
質
問
も
ぶ
つ

け
て
い
た
。
そ
ん
な
時
、
先
生
は
「
そ
う
ね
え
…
」
と
い
つ
も
丁

寧
に
切
り
返
さ
れ
て
、
中
東
地
域
を
政
治
学
か
ら
研
究
す
る
際
に

イ
ス
ラ
ー
ム
理
解
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
再
三
再
四
い
わ
れ
た
。

　
し
ば
ら
く
し
て
、
私
は
一
九
七
九
年
か
ら
八
一
年
に
か
け
、
カ

イ
ロ
で
二
年
問
生
活
し
な
が
ら
、
カ
イ
ロ
・
ア
メ
リ
カ
ン
大
学
で

カ
ら
や
る
よ
う
に
」
と
い
わ
れ
、
そ
れ
で
も
イ
ス
ラ
ー
ム
理
解
の

大
切
さ
は
折
に
触
れ
繰
り
返
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
も
私
は
「
開
発
」
へ
の
関
心
を
持
ち
続
け
、
↓
九
九
〇

年
代
に
は
き
ξ
≦
象
霞
薯
曼
な
ど
の
研
究
に
基
づ
き
、
ア
ラ

ブ
諸
国
を
越
え
て
、
ト
ル
コ
、
イ
ラ
ン
ま
で
カ
バ
ー
し
て
、
開
発

戦
略
の
諸
相
を
「
現
代
中
東
論
H
」
で
講
義
し
、
今
に
至
っ
て
い

る
。
こ
の
間
先
生
と
の
レ
ッ
ス
ン
は
先
生
の
お
宅
に
場
所
を
移
し

て
続
い
た
。
年
一
回
お
正
月
で
あ
っ
た
り
、
二
、
三
年
、
問
が
空

い
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
自
分
が
そ
の
時
に
や
っ
て
い
た
こ

と
、
中
東
情
勢
、
日
本
の
中
東
理
解
な
ど
、
話
題
は
尽
き
な
か
っ

た
。
私
の
現
地
経
験
の
方
も
一
九
八
七
年
か
ら
八
八
年
に
か
け
て

の
ヨ
ル
ダ
ン
、
一
、
二
年
に
一
度
の
エ
ジ
プ
ト
出
張
な
ど
、
積
上

げ
を
続
け
て
い
た
。

　
先
生
と
の
お
付
き
合
い
の
せ
い
な
の
か
、
現
地
体
験
の
積
上
げ

の
せ
い
な
の
か
、
二
〇
●
○
年
前
後
か
ら
自
分
を
越
え
た
力
が
少

し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
私
の
中
の
硬
い
親
西
欧
主
義
を
溶
か
し
は

125
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一
じ
め
た
。
三
大
宗
教
問
の
協
調
・
対
立
、
中
東
の
文
明
と
西
欧
文

「
明
の
関
係
、
地
中
海
文
化
圏
の
中
で
の
相
互
影
響
、
ア
ラ
ビ
ア
語

』
の
繊
細
さ
・
原
理
性
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
複
合
性
な
ど
、
現

』
在
の
ア
メ
リ
カ
に
見
る
物
質
・
技
術
の
先
端
性
と
は
別
の
中
東
文

「
明
が
持
つ
凄
さ
に
気
が
つ
き
は
じ
め
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
金

一
融
資
本
主
義
に
よ
っ
て
覆
い
つ
く
さ
れ
た
観
が
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル

↑
化
世
界
に
お
い
て
、
人
間
信
頼
が
こ
こ
ま
で
傷
つ
い
た
現
在
、
次

一
の
時
代
を
ど
う
切
り
開
い
た
ら
よ
い
の
か
。
次
の
時
代
の
人
問
の

』
生
き
方
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
方
の
手
本
は
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら

皿
中
東
の
人
た
ち
の
日
常
的
な
生
活
、
思
索
を
子
細
に
検
討
す
る
こ

「
　
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
の
て
は
な
い
の
か
と
い
う
思
い
が
湧
い
て

』
く
る
。
も
ち
ろ
ん
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
複
合
に
あ
や
か
っ
て
、
私

一
は
ま
だ
中
程
度
の
親
西
欧
主
義
者
に
も
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
だ
が
。

』
　
残
念
な
こ
と
に
、
日
本
を
含
む
先
進
工
業
諸
国
の
中
東
・
イ
ス

一
ラ
ー
ム
理
解
は
、
遠
峰
先
生
が
注
意
を
喚
起
さ
れ
た
よ
う
な
平
和

一
的
な
形
で
は
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
。
ム
ス
リ
ム
労
働
者
の
国
際

…
移
動
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
ア
ル
・
ア
ク
サ
i
・
イ
ン
テ
ィ
フ
ァ

↑
ー
ダ
、
9
・
n
、
イ
ラ
ク
戦
争
な
ど
、
過
酷
な
現
実
政
治
を
目
の

一
前
に
突
き
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
否
応
な
く
見
方
の
変
更

『
を
迫
ら
れ
て
い
る
感
が
強
い
。

『
　
先
生
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
．
浅
才
な
人
間
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
研
究
者
の
端
く
れ
と
し
て
、
何
と
か
自
分
の
研
究
を
ま
と
め

ま
す
。
い
つ
も
の
「
そ
う
ね
え
…
」
で
結
構
で
す
の
で
、
見
守
っ

て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
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